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１．はじめに

本稿の目的は，アバール語の一方言，ホトダ村で使われているアバール語

の特徴を示すことにある。アバール語はダゲスタン諸語（北東コーカサス諸

語とも呼ばれる）に属し，ロシア連邦ダゲスタン共和国で主に話され，アゼ

ルバイジャンおよびグルジアでも話されている。アバール語の標準語はフン

ザフ（ロシア語で ［xunzax］）村を中心とするフンザフ地方の方言（フ

ンザフ方言）が基礎になっている 。アバール語は大きく北部方言と南部方言

に区別されるが，標準語の基礎となっているフンザフ方言は北部方言に属す

る。一方，本稿が対象とするホトダ村方言は南部方言に属する。ホトダ村は

ヒダス地方にあり，ホトダ村方言はヒダス方言に属する。ヒダス方言とは，

ヒダス地方にある七つの村とその外にある二つの村で使われている方言であ

る。ヒダス地方というのは昔から使われている名称であるが，行政管区では

ない。行政管区としてはヒダス地方はシャミール地区（ ）

に含まれる。ヒダスはロシア語では ［gidatl］，アバール語の標準語

およびヒダス方言では ［hid である。表１にヒダス方言が使わ

れている九つの村をロシア語，アバール語の標準語，ヒダス方言で示す。

表１にある村でフチャダ村はシャミール地区にあるが，ヒダス地方にはない。

また，ウルフ・ソタ村はチャロジン地区（ ）にある。

ヒダス方言についての記述はMikailov（1959：pp296-384）にあるのが唯

一である。Mikailov（1959）はアバール語の方言の全般を記述したものであ

る。本稿では，アバール語のホトダ村方言の特徴を標準語と比較しながら示
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すとともに，Mikailov（1959）で記述されているヒダス方言とも比較してヒ

ダス方言の中でのホトダ村方言の特徴についても言及していく。

Mikailov（1959：p384）はヒダス方言を次の四つの下位方言に分けてい

る。⑴ウラダ村，ティディブ村，ホトダ村，⑵サフ村，⑶マチャダ村，⑷ウ

ルフ・ソタ村の方言である。ナキトゥ村はティディブ村の分村としているの

で，ナキトゥ村の方言は下位方言⑴に属するのであろうが，ヘンタ村の方言

についてはどの下位方言に属するのかは言及されていない。また，Mikailov

（1959）はヒダス方言が使われている村にフチャダ村の名前をあげていない。

Mikailov（1959：p384）によると下位方言⑴が中心的な下位方言であるとい

うことで，本稿で扱うホトダ村方言はヒダス方言の中でも中心的な方言の一

つということになる。

以下では，２節で音声・音韻の側面について述べ，３節で形態・統語の側

面について言及していくことにする。
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表１

ロシア語 標準語 ヒダス方言

ウラダ村 ［urada］ I ［ urada］ I ［ urada］

ティディブ村 ［tidib］ I ［t’idib］ I ［t’idi］

ナキトゥ村 ［nakitl］
I I

［nak’k’it’］
I I

［nak’k’it’］

ホトダ村 ［xotoda］
I ［Hotoda］

/ I  I［Hotot’a］
I ［Hodo a］

ヘンタ村 ［gentab］ I ［hent’a］ I ［hent’a］

サフ村
［tlax］

/ ［tlax］
［ a x］ ［ ax］

マチャダ村 ［ma ada］
I I

［ma ’’ada］
I I

［ma ’’ada］

フチャダ村 ［xu ada］ ［xxu ada］ ［xxu ada］

ウルフ・ソタ村
-

［urux-sota］
I - I

［ ur x-sot’a］
I -

［ urux-so a］
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２．音声・音韻

アバール語の標準語で使われる母音は，［i］（ ），［e］（ ），［a］（ ），［o］

（ ），［u］（ ）の五つである 。ホトダ村方言でも同様にこの五つの母音が使わ

れる。さらに，ホトダ村方言は五つの母音それぞれに対して鼻母音を持って

いる。この鼻母音は動詞の過去形の語末においてのみ現れる。

標準語で使われる子音は表２の通りである。接近音の［j］はロシア語同様

後続の母音と一緒になって一文字で， ［je］， ［ja］， ［jo］， ［ju］と表

記されることが多い。

標準語では使われるが，ホトダ村方言では使われない音は，［ ］（ ）と［kx］

（ ）である。標準語の［ ］（ ）のほとんどはホトダ村方言では［s］（ ）と

なり，標準語の［kx］（ ）のほとんどはホトダ村方言では［x］（ ）となる。

一方，標準語では使われないが，ホトダ村方言では使われる音は，破裂音

（放出音）の［p’］（ I），破擦音の［ ］（ ），側面破裂音（放出音）の［t’］

（ I）である。

アバール語ホトダ村方言のいくつかの特徴について

表２

［p］(），［t］(），［k］(），［ ］( ）
破裂音

［b］(），［d］(），［g］(）

破裂音（放出音) ［t’］(I），［k’］(I）

［f］( ），［s］(），［ ］( ），［ç］( ），［x］(），［H］( I），

［h］( ）摩擦音

［z］(），［ ］( ），［ ］( ），［ ］(I）

破擦音 ［ ］(），［ ］(），［ x］( ）

破擦音（放出音) ［ ’］( I），［ ’］(I），［ x’］( ）

側面摩擦音 ［ ］( ）

側面破擦音（放出音) ［t’］( ）

側面音 ［l］(）

ふるえ音 ［r］(）

接近音 ［j］(），［w］(）

鼻音 ［m］( ），［n］(）
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［p’］（ I）は I ［ ap’le］の他２，３の単語でしか使われていない。

［ ］（ ）は，アラビア語由来の単語に現れる。標準語では，摩擦音の［ ］

（ ）となる。Mikailov（1959：p305）は，ウラダ村方言では I［ u aH］

だけでこの音が現れ，マチャダ村方言とウルフ・ソタ村方言では I

［ u aH］および ［ amaldin］， ［ amilat］，

［ awharat］などの標準語では （ ）で始まるアラビア語由来の名前でこ

の音が現れると述べている。ホトダ村方言では， I［ u aH］，

［ anaza］， ［ e  n］， ［ uz］， ［na ass］，

［ i  e］， - ［ a -d a ］でこの音が現れる。ホトダ村方

言では，標準語で （ ）で始まるアラビア語由来の名前は

amaldin］， milat］， wharat］と標準語と同様に

（ ）で発音され， ［ amaldin］， ［ amilat］，

［ awharat］とはならない。

［t’］（ I）に関しては，標準語の［t’］（ I）の一部がホトダ村方言で［t’］

（ I）となる。

３．形態・統語

アバール語の標準語とホトダ村方言の形態・統語の側面に関して名詞，動

詞の順に説明していく 。

3.1 名詞

アバール語の標準語でもホトダ村方言でも名詞（代名詞等を含む）は数と

格で変化する。変化の種類という観点から見ると標準語とホトダ村方言で違

いはなく，標準語とホトダ村方言での違いはいくつかの変化形の接辞の違い

である。

アバール語の標準語およびホトダ村方言の名詞の変化は単数名詞では三つ

の変化型に分類される。第１変化型に属するのは人間の男性を表す名詞だけ
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である。第２変化型に属するのは人間の女性を表す名詞と人間以外を表す名

詞である。第３変化型に属するのは人間の男性，女性および人間以外を表す

名詞である。すなわち，人間の男性を表す名詞の一部は第１変化型となり，

残りは第３変化型になる。人間の女性を表す名詞の一部は第２変化型となり，

残りは第３変化型になる。同様に，人間以外を表す名詞の一部は第２変化型

となり，残りは第３変化型になる。複数名詞の変化型は一つだけである。

標準語およびホトダ村方言は絶対格，能格，属格，与格およびそれぞれ５

系列からなる位格（場所「～で，～に」を表す），向格（目的地，着点「～に，

～へ」を表す），奪格（出発地，起点「～から」を表す）を持っている。さら

に，５系列の奪格のそれぞれに接辞-nがついて経路格（経由地「～を通って」

を表す）が作られる 。位格，向格，奪格，経路格の第１系列から第５系列の

基本的な意味はそれぞれ「～の表面，～の上」，「～（人間など）の所」，「～（平

面など）の中」，「～の下」，「～（立体など）の中」である。以下では，最初に

絶対格，能格，属格，与格について述べ，次に位格，向格，奪格について述

べることにする。

標準語とホトダ村方言で第１変化型および第２変化型に属する名詞の絶対

格，能格，属格，与格の変化は共通である。標準語とホトダ村方言に共通す

る第１変化型および第２変化型に属する名詞の絶対格形，能格形，属格形，

与格形をwas「男の子」と jas「女の子」を例に表３に示す 。

第１変化型では絶対格形が基本形となり，能格形では-ass，属格形では

-assul，与格形では-asseが絶対格形に付加されている。第２変化型でも絶対

格形が基本形となり，能格形では- ，属格形では- l，与格形では-

表３

第１変化型 第２変化型

絶対格 was  jas

能格 was-ass  jas-a

属格 was-assul  jas-a ul

与格 was-asse  jas-a e
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が絶対格形に付加されている。見方を変えると，第１変化型では絶対格形に

-ass，第２変化型では絶対格形に- が付加されて能格形ができ，第１変化

型，第２変化型の両方でそれぞれの能格形にulが付加されて属格形ができ，

eが付加されて与格形ができている。

第３変化型の名詞の絶対格，能格，属格，与格の変化は標準語とホトダ村

方言で違っている。表４，５，６にMuHamad 名前>， sa 名前>，b  i

「家畜」を例に標準語とホトダ村方言の第３変化型の名詞の絶対格形，能格形，

属格形，与格形を示す。

第３変化型の名詞の絶対格，能格，属格，与格の変化における標準語とホ

トダ村方言との大きな違いは，能格形と与格形で起こる。標準語の能格形が

表４

標準語 ホトダ村方言

絶対格 MuHamad  MuHamad

能格 MuHamad-i  a  MuHamad-id

属格 MuHamad-il  MuHamad-il

与格 MuHamad-ije  MuHamad-e

表５

標準語 ホトダ村方言

絶対格 isa  isa

能格 isa- a  isa-d

属格 isa-l  isa-l

与格 isa-je  isa-j

表６

標準語 ホトダ村方言

絶対格 bo ’’i  bo ’’i

能格 bo ’’u a  bo ’’od

属格 bo ’’ul  bo ’’ol

与格 bo ’’uje  bo ’’oj

 

278 人 文 研 究 第 115 輯



で終わるのに対して，ホトダ村方言ではdで終わる。また，標準語の与

格形が ije，aje，oje，ujeで終わるのに対して，ホトダ村方言ではe，aj，oj，

ujで終わる。Mikailov（1959：p332）は標準語で ije，aje，oje，ujeで終わっ

ている与格形はヒダス方言では全てeとなると述べているが，ホトダ村方言

にはaj，oj，ujで終わる与格形が多く見られる。

世界の諸言語には，名詞，代名詞の一部だけが絶対格・能格型であり，残

りは中立型あるいは主格・対格型である言語も多くある。アバール語の標準

語では名詞，代名詞の全てが絶対格・能格型である。すなわち，自動詞のＳ，

他動詞のＡ，Ｏの格表示において，自動詞のＳと他動詞のＯを一つの格（絶

対格）で示し，他動詞のＡを別の格（能格）で示す。ところが，アバール語

の方言には名詞，代名詞の一部が絶対格・能格型ではない方言がある。

Mikailov（1959：pp370-371）はヒダス方言では１人称複数形（除外および包

含），２人称複数形は能格形を持っておらず，他動詞のＡも自動詞のＳ，他動

詞のＯと同様に絶対格の形で表されるとしている 。しかし，ホトダ村方言は，

このような体系にはなっておらず，１人称複数形（除外および包含），２人称

複数形も他の名詞，代名詞と同じように絶対格・能格型となっている。自動

詞のＳと他動詞のＯをn （１人称複数除外形），n （１人称複数包含形），

n （２人称複数形）という絶対格形で表示するのに対して，他動詞のＡには

n  d（１人称複数除外形），n  d（１人称複数包含形），n  d（２人称複

数形）という能格形が使われる。

次に，位格，向格，奪格の変化について述べる。標準語およびホトダ村方

言の第１変化型，第２変化型，第３変化型の５系列の位格の接尾辞をそれぞ

れ表７，８，９に示す。ただし，第１変化型には第５位格はない。第２，３

変化型（表８，９）の第５位格におけるAM は一致標識を意味し，一致標識

は第５位格名詞が現れる節にある絶対格名詞が⑴男性名詞・単数形，⑵女性

名詞・単数形，⑶非人間名詞・単数形，⑷複数形であるかによって，それぞ

れw，j，b，rとなる。また，第３変化型（表９）におけるＶは母音を意味する。

表７，８より，標準語の第２変化型の第１位格を除いて，標準語でもホト
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ダ村方言でも第１変化型および第２変化型の能格形に第１変化型と第２変化

型で共通の要素が付加されて第１－５位格の接尾辞ができていることがわか

る。標準語の第２変化型の第１位格では，能格の が lに変わったものにda

が付加されている。

向格，奪格と位格の対応関係は次のようになっている。標準語でもホトダ

村方言でも第１系列では，位格の最後のaを eに変えると向格になり，位格

に ssaを加えると奪格になる。第２－４系列では，位格にeを加えると向格に

なり，位格にaを加えると奪格になる。標準語の第５系列では，位格にeを

加えると向格になり，位格の最後の一致標識を除いて ssaを加えると奪格に

表７

標準語 ホトダ村方言

１ -assda -assa，-ass a，-assda

２ -ass x -assux

３ -assu -assu

４ -assut’ -assut’

表８

標準語 ホトダ村方言

１ -alda -a a，-a a，-a da

２ -a  x -a ux

３ -a u -a u

４ -a ut’ -a ut’

５ -a uAM -a unu

表９

標準語 ホトダ村方言

１ -(V)da -(V)a，-(V)da

２ -(V) x -(V)x

３ -(V) -(V)

４ -(V)t’ -(V)t’

５ -(V)AM，-(V)niAM -(V)，-(V)nu
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なる。標準語の第５系列の位格が一致標識を含んでいるのに対して，ホトダ

村方言の第５系列の位格は一致標識を含んでいない。しかし，ホトダ村方言

の第５系列の向格では一致標識が現れる。ホトダ村方言の第５系列の位格と

向格の終わりの部分の対応は表10のようになる。

ホトダ村方言の第５系列の奪格は位格に ssaが加わってできる。

標準語もホトダ村方言も絶対格の複数形は多くの場合-al，-jalあるいは-bi

で作られる。複数形の絶対格が-al，-jalである場合，標準語でもホトダ村方言

でも能格は-az，-jazとなる。一方，複数形の絶対格が-biである場合は，標準

語とホトダ村方言の間に違いがあり，能格形は，標準語では-bazあるいは

-buzとなるのに対して，ホトダ村方言では-bizとなる。標準語でもホトダ村

方言でも，複数の属格形，与格形および位格形，向格形，奪格形は能格形に

単数の第１変化型，第２変化型の場合と同じものが付加されてできあがる。

3.2 動詞

主に主節で使われる変化形から始めることにする。アバール語の標準語も

ホトダ村方言も，主に主節で使われる動詞の変化形として直接法の現在形，

過去形，未来形（以下，単に現在形，過去形，未来形と呼ぶ）および命令形

を持っている。

アバール語の標準語でもホトダ村方言でも動詞はいくつかの変化型に別れ

る。アバール語において動詞では不定形が見出し語として使われるが，標準

語では，不定形の終わりが⑴-ize，⑵-ine，⑶-eze，⑷-ene，⑸ a-ze，o-ze，u-ze

表10

向格

位格 単数
複数

男性 女性 非人間

i  e  e  ibe  ire
 

u  e  e  ube  ure
 

o  oj  oj  obe  ore
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のどの形式をしているかで変化型が決まり，さらに⑴-izeと⑶-ezeが二つの

変化型に分かれる。一方，ホトダ村方言では，不定形の終わりが⑴C-le，⑵

C-ne，⑶-ele，⑷-ene，⑸ a-le，o-le，u-leのどの形式をしているかで変化型

が決まり，さらに⑴C-leと⑶-eleが二つの変化型に分かれる。Cは子音を意

味する。

標準語の動詞では大多数は不定形の終わりが-izeの形式をしている。それ

に対応するホトダ村方言の動詞は不定形の終わりがC-leの形式をしている

動詞である。この形式をしている動詞，標準語のhikx’-ize「尋ねる」とホト

ダ村方言のhikx’-le「尋ねる」の現在形，過去形，未来形，命令形を例として

表11に示す。表11から標準語とホトダ村方言で多くの変化形の接辞が違っ

ていることがわかる。

ここで，基本動詞の一つである存在動詞について述べることにする。存在

動詞は，標準語ではAMuk’-ineであるのに対して，ホトダ村方言では

AM  neとなる 。Mikailov（1959）では，ヒダス方言の動詞の過去形を説

明している箇所（pp346-348）で存在動詞AM  neの過去形を示していない

が，いくつかの箇所で使われている例文からAM  neの過去形は

AM  a またはAM  a であることがわかる。また，Mikailov（1959：

p352，p359）によると，存在動詞AM  neの現在形はAM  anaまたは

AM  anaである。ホトダ村方言ではAM  neの過去形はAM  a であ

り，現在形はAM  anaである。過去形AM  a，現在形AM  anaは使

われない。

次に，現在形，過去形，未来形，命令形の否定形を標準語のab-ize「言う」

表11

標準語 ホトダ村方言

過去 hi x’-ana  hi x’-a

現在 hi x’-ula  hi x’-ina

未来 hi x’-ila  hi x’-la

命令 hi x’-e  hi x’-e
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とホトダ村方言のab-le「言う」を例にして表12に示す。

Mikailov（1959：p362）は，ヒダス方言の命令形の否定形（禁止形）は全

体として geで終わり，マチャダ村方言だけが goとなるとしている。しかし，

ホトダ村方言の命令形の否定形は geではなく goで終わる。Mikailov

（1959：p384）は，ヒダス方言を下位区分する際に，ウラダ村，ティディブ村，

ホトダ村の方言からマチャダ村方言を区別する基準にこの goの形式をあげ

ているが，ホトダ村方言でも goとなることから，下位区分とその基準に関し

て再考が必要である。

名詞を修飾する場合の動詞の形式を形容詞的分詞形と呼ぶと，アバール語

の標準語もホトダ村方言も形容詞的分詞形の現在形，過去形，未来形を持っ

ている。表13に標準語とホトダ村方言の形容詞的分詞形の過去形を標準語の

hikx’-izeとホトダ村方言のhikx’-leを例に示す。アバール語の形容詞および

動詞の形容詞的分詞形は修飾する名詞が⑴男性名詞・単数形，⑵女性名詞・

単数形，⑶非人間名詞・単数形，⑷複数形であるかで語末が違っているので，

それぞれを別々に示している。

形容詞的分詞形の過去形は標準語とホトダ村方言で基本的には共通の形式

表12

標準語 ホトダ村方言

過去 ab-i ’o  ab-o

現在 ab-ularo  ab-inaro

未来 ab-ilaro  ab-laro

命令 ab-uge  ab-ogo

表13

標準語 ホトダ村方言

男性 hi x’-araw  hi x’-aro

単数 女性 hi x’-araj  hi x’-are

非人間 hi x’-arab  hi x’-ara(b)

複数 hi x’-aral  hi x’-ara(l)
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をしている。しかし，標準語では，接尾辞-ara-に⑴男性名詞・単数形，⑵女

性名詞・単数形，⑶非人間名詞・単数形，⑷複数形を示す接尾辞w，j，b，l

が付加しているのに対して，ホトダ村方言では⑴男性名詞・単数形，⑵女性

名詞・単数形の場合で二つの接辞がaw→ o，aj→ eという形で音声・音韻的

に融合してしまっている。また，⑶非人間名詞・単数形，⑷複数形を示す接

尾辞b，lは現れることもあるが，現れないことが多い。

形容詞的分詞形の現在形と未来形，過去・否定形，現在・否定形，未来・

否定形はそれぞれの直接法の形式から作られる。それぞれの変化形から最後

の母音a，oを除いて，標準語では，-ew，-ej，-eb，-elが付加され，ホトダ

村方言では-o，-e，-a(b)，-a(l)が付加される。表14が形容詞的分詞形の現在

形の例である。

アバール語の標準語にもホトダ村方言にも進行相を表す形式がある。標準

語で進行相を表すには，形容詞的分詞形の現在形と存在動詞AMuk’-ineの組

み合わせが使われる。存在動詞はいろいろな変化形で使うことができる。

hikx’-izeの過去進行形はhikx’-uleAM AMuk’-anaとなる。一方，ホトダ村

方言では，進行相を表すのに標準語とは違った形式，すなわち，現在形と存

在動詞AM  neの組み合わせを使用する。hikx’-leの過去進行形はhikx’-

ina AM  a となる。

アバール語の標準語には，直説法の過去形とは別に，習慣的過去（よく～し

た）を表す変化形があり，現在形 ＋ -anの形式を用いる。hikx’-izeでは

hikx’-ula-anとなる。一方，ホトダ村方言では，標準語とは違って，習慣的過

去を表すのには過去進行形と同じ形式を用いて表す。hikx’-leでは hikx’-ina

表14

標準語 ホトダ村方言

男性 hi x’-ulew  hi x’-ino

単数 女性 hi x’-ulej  hi x’-ine

非人間 hi x’-uleb  hi x’-ina(b)

複数 hi x’-ulel  hi x’-ina(l)
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AM となる。標準語では，過去進行形の形式を用いて習慣的過去を表す

ことはできない。

従属節で主に使われる動詞の形式には，不定形，動名詞形，副詞的分詞過

去形，副詞的分詞現在形などをはじめ，いろいろな形式が用いられる 。不定

詞形，動名詞形の基本的な使われ方は英語の不定詞形，動名詞形の使われ方

に近い。動名詞形は名詞のように格変化を行う。標準語でhikx’-izeの動名詞

形（絶対格）はhikx’-iとなり，ホトダ村方言でhikx’-leの動名詞形（絶対格）

はhikx’-iとなり，全く同じ形式をしている。不定詞形，動名詞形の使われ方

は標準語とホトダ村方言でほぼ同じである。

動詞／節を修飾する副詞的な従属節の作り方および用法には標準語とホト

ダ村方言で多くの違いがある。副詞的な従属節で最も基本的なものから始め

る。「～して」というような意味を持っている形式を副詞的分詞過去形，「～し

ながら」というような意味を持っている形式を副詞的分詞現在形と呼ぶこと

にする。表15に，標準語のhikx’-izeとホトダ村方言のhikx’-leの副詞的分

詞過去形および副詞的分詞現在形を示す。

Mikailov（1959：pp357-358，p384）では，ヒダス方言の副詞的分詞過去形

は全体としてはmuで終わり，マチャダ村方言，ウルフ・ソタ村方言ではmo

で終わるとなっている。しかし，ホトダ村方言の副詞的分詞過去形の終わり

はmoとmuが共に使われている。一方，副詞的分詞現在形は標準語でもホト

ダ村方言でも現在形に接尾辞-goを付加して作られる。

アバール語の標準語には，動名詞形 ＋ dalという形式があり，「～したの

で」という意味で使われる。まれに「～して，～した時」という意味で使わ

れるが，この用法はなんらかの方言からの影響かもしれない。ab-ize（動名詞

表15

標準語 ホトダ村方言

過去 hi x’-un  hi x’-umo/hi x’-umu

現在 hi x’-ulago  hi x’-inago
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形はab-i）では ab-idalとなる。Mikailov（1959：pp359-360）は，標準語の

動名詞形 ＋ dalはヒダス方言では語幹 ＋ daの形式となるとしている。ホ

トダ村方言も語幹 ＋ daという形式がある。しかし，この形式は単独では用

いられることがなく，naxe「～の後ろに 位置関係>，～の後で 時間関係>」

あるいはxadu「～の後で 時間関係>」を後ろに従えて，「～した後で」を意

味する。ホトダ村方言では，語幹 ＋ daという形式とともに語幹 ＋ dassa

という形式があり，この形式も単独では用いられることがなく，naxe「～の

後ろに 位置関係>，～の後で 時間関係>」あるいはxadu「～の後で 時間

関係>」を後ろに従えて，「～した後で」を意味する。

アバール語では形容詞および動詞の形容詞的分詞形は名詞を修飾せずに単

独で用いられることがあり，この場合，格変化をする。標準語でもホトダ村

方言でも形容詞的分詞の第２変化型の第１奪格形を用いて，「～した後で」と

いう意味を表すことができる。標準語のhikx’-izeでは hikx’-araldassaとな

り，ホトダ村方言のhikx’-leでは hikx’-ar  ssaとなる。標準語では，例文

⑴のように，主節が「～時間～した」のように時間の経過を表している場合

にしか単独で使われることがなく，一般的にはnakxe「～の後ろに 位置関

係>，～の後で 時間関係>」あるいはxaduAM「～の後で 時間関係>」を後

ろに伴って「～した後で」という意味を表す。一方，ホトダ村方言では，例

文⑵のように形容詞的分詞の第２変化型の第１奪格形を単独で用いて「～し

た後」という意味で広く使われる。また，naxe「～の後ろに 位置関係>，～の

後で 時間関係>」を後続させて「～した後で」という意味を表すこともでき

る。

⑴ Musa  x araldassa  mi  go  m  ana.

Musa 死んだ後 8 月 過ぎた

「Musaが死んだ後，８カ月が過ぎた。」

⑵ Rukx’e ar  ssa

家へ 着いた後
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MuHamadid  hobol  ssalam  u .

Muxamad 客へ 挨拶 与えた

「家に着いた後で，Muxamadは客に挨拶をした。」

ホトダ村方言では例文⑵のように形容詞的分詞の第１奪格形が単独で用い

られるような文を標準語で表すと，例文⑶のようにnakxe「～の後ろに 位

置関係>，～の後で 時間関係>」あるいはxaduAM「～の後で 時間関係>」

が付加される。

⑶ Rokx’owe araldassa nakxe

家へ 着いた後

MuHamad  hobol  ssalam  una.

Muxamad 客へ 挨拶 与えた

「家に着いた後で，Muxamadは客に挨拶をした。」

標準語ではxaduAM「～の後で 時間関係>」，nakx e「～の後ろに 位置

関係>，～の後で 時間関係>」の両方とも形容詞的分詞の第２変化型の第１

奪格形に接続することがある。一方，ホトダ村方言ではnaxe「～の後ろに 位

置関係>，～の後で 時間関係>」は形容詞的分詞の第２変化型の第１奪格形

に接続することがあるが，xadu「～の後で 時間関係>」は形容詞的分詞の第

２変化型の第１奪格形に接続することはない。

最後に，日本語の「～のように」にあたる形式について述べる。アバール

語の標準語およびホトダ村方言には日本語の「～のように」にあたる形式が

二つある。日本語で「太郎が言うように」というと，⑴「太郎が言うことに

したがって」と⑵「太郎が言うことを目指して」というような二つの意味が

ある。ただ，日本語で「太郎が言ったように」と過去形でいうと⑴「太郎が

言ったことにしたがって」というような意味しかない。アバール語の標準語

では⑴の「～のように」は，ab-ukxeのように-ukxe，-akxeで終わる形式で
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表され，⑵の「～のように」は，ab-uledukx，ab-iledukxのように動詞の現

在形あるいは未来形から最後のaを省き，edukxを付加した形式で表される。

Mikailov（1959：p360）は，⑴「～のように」は，ヒダス方言で-udaxe，

-adaxeで終わる形式が使われるとしている。ホトダ村方言では-udaxe，

-adaxeとともに-uxe，-axeという形式が使われる。ab-leには ab-uxeおよび

ab-udaxeが使われる。

⑵の「～のように」という意味はホトダ村方言では現在形 ＋ -anの形式で

表す。ab-leでは ab-ina-anとなる。

４．おわりに

本稿ではアバール語のホトダ村方言の音声・音韻および形態・統語に関し

て標準語およびMikailov（1959）で述べられているヒダス方言全般と比較し

ながらいくつかの特徴を述べた。筆者はヒダス方言の研究の第一歩としてホ

トダ村方言の調査・研究を行っている。Mikailov（1959）が書かれて約半世

紀が過ぎているのであるから，ホトダ村方言を含むヒダス方言はその程度は

わからないが確実に変化しているであろう。そのため，Mikailov（1959）を

参考にしながら，ヒダス方言全般の調査・研究ならびに内部比較を行う必要

があると思われる。

注

＊ 本稿の元となる研究において Isalmagomedov,Isalmagomed M.氏を中心に多
くの方にアバール語ホトダ村方言のインフォーマントになっていただいた。ここ
で，感謝の意を申し上げたい。当然のことながら，例文の文法性，容認性に関す
る最終的な判断は筆者によるものであるし，記述内容に誤りがあった場合の責任
は筆者にある。本稿は文部科学省科学研究費補助金（若手研究（Ｂ），研究課題：
『現地調査とデータベース作成によるアバール語の現状と変容に関する社会言語
学的研究』，課題番号：17720076，研究代表者：山田久就，研究期間：2005-7年度）
から助成を受けている研究の成果の一部である。

１．ロシア語およびアバール語の表記はキリル文字で行われている。１，２節では
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キリル文字表記に加えて発音を並記している。発音は IPAの音声記号を用いて
表記しているが，これは厳密なものではなく，だいたいの発音を示すためのあく
までも便宜的なものである。また，アバール語の一般的な表記では，二重子音は
子音字二つで表記する場合と子音字一つで表記する場合があるが，二重子音と単
子音を区別するために二重子音を常に子音字を重ねて表記することにする。

２．アバール語で使われる母音および子音を説明するのに音声記号を用いている
が，厳密なものではなく，最も典型的な発音を示した音素表記に近いものと考え
ていただきたい。また，発音記号とともに，キリル文字での表記を丸括弧の中に
示す。アバール語の標準語では一般的に使われている表記法に従い，ホトダ村方
言ではMikailov（1959）での表記法に従っている。

３．アバール語の標準語の形態・統語について詳しくはAlekseev&Ataev（1997），

Bokarev（1949），Madieva（1980）を参照してください。
４．３節では，アバール語の標準語およびホトダ村方言をキリル文字から IPAの
音声記号に近い形でのラテン文字に転写して表記する。IPAの音声記号を使って
いるが音声表記をしているわけではなく，あくまでも便宜的な転写である。

５．ハイフン（-）は語幹と接辞の境界あるいは接辞と接辞の境界を示すために使う
ことにする。しかし，全ての語幹と接辞あるいは接辞と接辞の境界にハイフンを
付けているわけではない。

６．１人称複数形には包含形と除外形がある。包含形とは聞き手（２人称）を含め
ての「私達」であり，除外形とは聞き手を含まない「私達」である。

７．AM は一致標識を意味し，一致標識は絶対格名詞が⑴男性名詞・単数形，⑵女
性名詞・単数形，⑶非人間名詞・単数形，⑷複数形であるかによって，それぞれ

w，j，b，rとなる。標準語の存在動詞はAMuk’-ineと表記したが，絶対格名詞が
⑵女性名詞・単数形の場合，jik’-ineと一致標識の後の母音がuではなく iとなる。

８．アバール語の標準語の従属節の形式と用法について詳しくはSamedov（1996）
を参照してください。
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